
解 答
【１】 １７ ５ １ ０.３ １.３Ａ ① ② ③ ④唄 欝

デンプン 二酸化炭素 ア ア蔚 ① ② ③ ④

６ １ ア・キ鰻 おしべ めしべ 姥

イ，ウ エ カ イＢ ① ② ③唄 欝

【２】 ウ 石灰岩 オ イ ア唄 欝 蔚 鰻 姥

ウ エ ア・イ厩 浦 瓜

【３】 エ オ 水素 ウＡ 唄 欝 蔚 鰻

Ｃ Ａ Ｂ ３ ウ，コＢ アルミニウム 石灰石 銅唄 欝 蔚

（４，５，１ （９，１，０） １０鰻 姥），

【４】 １００ ３ ４ １０ ２ ３６０唄 欝 ① ② ③ ④ 間隔 最も大きな値

１０ １.２ ２ １７５ １２ ４８蔚 鰻① ② 左 右 ① ② ｃ ｄ

解 説
Ｂ 塩酸にＡ１粒を加えると気体Ｘが０.２５ ，Ｃ１粒を加えると気体Ｙが１.２５ 発生することから，合【３】 欝 鞍 鞍

計で３ （０.２５×２＋１.２５×２）の気体が発生します。鞍

表３の値を１.２５で割るとＣの粒数が出ます。また，表２と表３の差を０.２５で割るとＡの粒数が出ま蔚

す。Ｂの粒数は６－（Ａ＋Ｃ）になります。

Ｃが２粒あると気体Ｙが２.５ 発生するので，発生した気体の体積の合計量が２.２５ の場合はＣが０鰻 鞍 鞍

か１粒の２通りしか考えられません。

発生した気体の合計量が５.５ になる場合分けをします。気体ＸはＡを入れたときだけ発生し，気体Ｙ姥 鞍

はＣを入れたときだけ発生するので，入れたＡの数とＣの数（Ａ，Ｃ）＝（２２，０），（１７，１），

（１２，２ （７，３ （２，４）が考えられます。問題文から，Ａ～Ｃの合計は１２～１５粒なので，）， ），

①（１２，２ ，②（７，３ ，③（２，４）の場合について調べます。） ）

①（Ａ，Ｃ）＝（１２，２）のとき…Ｂが（０，１）の計２通り

②（Ａ，Ｃ）＝（７，３）のとき…Ｂが（２，３，４，５）の計４通り

③（Ａ，Ｃ）＝（２，４）のとき…Ｂが（６，７，８，９）の計４通り

以上から，全部で１０通り（２＋４＋４）です。

④ 皿にのせる分銅を２０ｇ重くすると，さおばかりの目盛りを点Ａの２㎝（２０×２０÷２００）右側【４】 欝

につけることになります。図３で，支点から点Ａまでの長さ（ａ）が３㎝なので，支点からさおばかりの右

端までの長さは３７㎝（６０－(２０＋３)）です。このことから，この棒の右端におもりをつるしたときの

目盛りは３７０ｇ（３７×２００÷２０）ですが，２０ｇごとに目盛りをつけるので，最も大きな目盛りの

値は３６０ｇになります。

図４で，下の棒のおもさ（１００ｇ）は棒の中心にかかっています。この点をＰとすると，Ｐは右端から蔚

３０㎝（６０÷２）のところとわかります。下の棒の左端からＰまでの３０㎝で，左端につるしたおもりの

重さが２００ｇなので，左端から支点までの長さ（ｂ）は１０㎝（３０× ）です。上の棒の支点を右１＋２
１

端に置き換えて考えると，左のばねにかかる力は１５０ｇ（(１００×３０＋３００×２０)÷６０）となり，

ばねののびは１.２㎝（２.４× ）です。下向きの力は合計４００ｇ（１００＋３００）なので，右の３００
１５０

ばねにかかる力は２５０ｇ（４００－１５０）となり，ばねののびは２㎝（２.４× ）です。
３００
２５０

② 図６から，おもりの底面の深さが８㎝のときのばねののびは１.２㎝とわかります。したがって，図鰻

７の下の棒の左端にかかる力は１５０ｇ（３００× ）です。さらに，下の棒の中央には棒の重さ
２.４
１.２

１００ｇがかかっているので，ｃの長さは１２㎝（３０× ）です。また，上の棒のつり合いを考える
２＋３

２

と，左のばねにかかる力は２５０ｇ（３００× ）です。したがって，ｄの長さは４８㎝（(２５０×６０２.４
２

－１００×３００)÷２５０）です。
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